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T .  M o r 北 a ,  K .  T a k a s e ,  a n d  M .  K a n e k o ,  J a p a n  K o k a i T o k k y o  K o h o ,  J P ・ 0 2 ・
6 9 , 4 3 7 [ 9 0 - 6 9 , 4 3 7 1 ;  c h e m .  A b s t r . , 1 1 3 , 8 8 3 7 9 r  ( 1 9 9 0 )
4 .  1 , 3 、 B i s ( a l k o x y c a r b o n y D 、 2 , 6 、 a z u l e n e d i e y l B i s ( c y c l o h e X 部 l e c a r b o x y l a t e ) a n d L i q ・
U i d  c r y s t a l c o m p o s i t i o n s  c o n t a i n i n g  T h e m ,
T .  M o r i t a ,  K .  T a k a s e , 帥 d  M .  K a 1 1 e k o ,  J a P 即  K o k a i T o k k y o  K o h o ,  J P ・ 0 2 ・
6 9 , 4 3 8 f 9 0 - 6 9 , 4 3 8 1 ;  c h e n l .  A b s t r . , 1 1 3 , 6 8 5 1 3 b  ( 1 9 9 0 )
5 . 2 、 A z u l e n y l B e n z o a t e s  o r  c y c l o h e x a n e c a r b o x y l a t e s  a n d  c 0 1 0 r e d  L i q u i d  c r y s ・
t a l c o n t a i n i n g  T h e m ,
T .  M o r i t a ,  K .  T a k a s e ,  a r l d  M .  K a T l e k o ,  J a p a n  K o k a i T o k k y o  K o h o ,  J P ・ 0 2 ・
6 9 , 4 3 9 1 9 0 - 6 9 , 4 3 9 } ;  c h e m .  A b s t r . , 1 1 3 , 6 8 5 1 4 C  ( 1 9 9 0 ) .
6 . 2 , 6 、 A z u l e n e d i y l B i s b e n z o a t e s  a n d  c 0 1 0 r e d  L i q u i d  c r y s t a l c o n t a i n i n g  T h e m ,
T .  M o r 北 a ,  K .  T a k a s e , 即 d  M .  K a n e k o ,  J a p a n  K o k a i T o k k y o  K o h o ,  J P ・ 0 2 ・
6 9 , 4 4 1 [ 9 0 - 6 9 , 4 4 1 1 ;  c h e n l .  A b s t r . , 1 1 3 , 6 8 5 1 5 d  ( 1 9 9 0 )
フ .  L i q u i d  c r y s t a l c o m p o s i t i o n  f o r D i s p a y D e v i c e
T .  M o r i t a  a n d  M .  K a n e k o ,  J a p a n  K o k a i T o k k y o  K o h o
J P  0 3 - 1 2 2 1 8 9  [ 9 1 - 1 2 2 1 8 9 } ;  c h e 1 1 1 .  A b s t r . , 1 1 6 , 1 1 7 4 0 4 q  a 9 9 2 )
8 .  p r e P 丑 r a r i o n  o f 2 、 ( 4 、 A l k y l b e n z o y l o x y ) ・ 6 ・ c y a n o a z u l e n e s ,  L i q u i d  c r y s t a l c o m ・
P o s i t i o n s  c o n t a i n i n g  T h e m ,  a n d  L i q u i d ・ c r y s t a l  D e v i c e s
T .  M o r i t a  a n d  M '  K a n e k o ,  J a p a n  K o k a i T o k k y o  K o h o
J P  0 3 - 2 6 1 7 5 3  [ 9 1 - 2 6 1 7 5 3 1 ;  c h e n l .  A b s t r . , 1 1 6 , 1 1 7 4 6 5 k  ( 1 9 9 2 )
9 Prepararion ofAzulene Derivatives, Liquid crystal compositions contain・
ing Them, and Liquid、crystalDevices
T. Morita and M、 Kaneko, Japan KokaiTokkyo Koho
JP 03 -261754 [91-2617541; che11ι. Abstr.,116,117466m (1992)
10 Prepararion of 6・Alkanoyloxyazulene Derivatives, Liquid crystal composi-
tions containing Them, and Liquid・crystal Devices.
T. Mor北a and M. Kaneko, Japan KokaiTokkyo Koho
JP 03-261745 f91-261745】; chenl. Abstr.,116,117467r (1992)
口頭発表
【日本化学会年会】
1.ハロー及びニトロフェノール類とトロピリウムイオンとの反応
守田忠義,高橋かず子,野副鉄男
日本化学会19春季年会,講演予稿集 1Π,431(1966)
2.ビアズレニル類の合成
守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第20春季年会,講演予稿集 1Ⅱ,437(1967)
3.ヘプタフルバレンジオンの合成
守田忠義,後藤忠夫,馬上清美,染宮昭義,高瀬嘉平
日本化学会及び化学関係学協連合秋季大会(仙台)
講演予稿集Π1,1679(1968).
7
4.2、スチリルアズレン誘導体及び2、(4、フェニルブタジエニル)アズレン
誘導体の合成
斎藤元泰,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第21春季年会講演予稿集 111,1651(1968〕
5.アズレン誘導体の求核置換反応
深田良二,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第2X春季年会,講演予稿集 1Π,1472a969)
6.ホルミルアズレン類の合成と反応
斎藤元泰,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第22春季年会,講演予稿集 1Π,1764(1970)
フ.フェニルエチニルアズレンの合成
守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第23春季年会,講演予稿集 111,1743(1俳1)
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ア ズ レ ン 誘 導 体 と グ リ ニ ャ ー ル 試 薬 と の 反 応
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 2 3 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集  1 Ⅱ , 1 7 4 5 ( 1 9 7 1 )
7 H 、 ナ フ ト 1 3 , 2 , 1 、 c d 1 ア ズ レ ン 、 フ 、 オ ン ( フ ) グ リ ニ ャ ー ル 試 薬 と の 反 応
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 2 4 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集  1 Π , 1 7 5 2 6 ( 1 9 7 2 ) .
ア ズ レ ン キ ノ ン 誘 導 体 に つ い て
2 , 6 _ ジ ヒ ド ロ キ シ ア ズ レ ン 、 1 , 3 、 ジ カ ル ポ ン 酸 ジ エ チ ル の 脱 水 素 反 応
守 田 忠 義 , 小 菅 俊 二 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 2 5 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集  1 Ⅱ , 1 1 7 2 ( 1 9 7 3 )
7 H 、 ナ フ ト [ 3 , 2 , 1 、 C 田 ア ズ レ ン 、 フ 、 オ ン ( 3 ) フ ル ベ ン 誘 導 体 の 合 成
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 2 5 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集  1 Π , 1 1 7 4 ( 1 9 7 3 )
3 H 、 [ c d ] ア ズ レ ン 、 3 、 オ ン の 合 成
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 、 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 2 9 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集  1 Π , 1 5 0 9 ( 1 9 7 4 )
2 , 6 、 ジ オ キ シ ア ズ レ ン の 合 成
神 沢 広 昭 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 2 9 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集  1 Π , 1 5 1 0 ( 1 9 7 4 )
4 _ 及 6 、 エ チ ニ ル ア ズ レ ン 誘 導 体 の 酸 / ア ル カ リ に 対 す る 挙 動
守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 3 1 秋 季 年 会 ( 仙 台 ) , 講 演 予 稿 集  1 , 1 9 9 a 9 7 4 )
グ リ ニ ャ ー ル 反 応 を 利 用 し た 縮 環 多 環 系 化 合 物 の 合 成
ベ ン ジ ル ア ズ レ ン 及 び α ー ナ フ チ ル ア ズ レ ン の 縮 環 反 応
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 3 1 秋 季 年 会 ( 仙 台 ) , 講 演 予 稿 集  1 , 2 0 0 ( 1 9 7 4 )
フ ェ ニ リ ェ チ ニ ル ア ズ レ ン の 縮 環 反 応 ( 2 )
ピ ロ ロ ー 及 び フ ロ [ 3 , 2 、 a } ア ズ レ ン 類 の 合 成
中 館 映 夫 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 3 2 秋 季 年 会 ( 仙 台 ) , 講 演 予 稿 集  1 Π , 1 5 1 0 a 9 7 5 )
玲 C N M R に お け る 環 電 流 効 果 , 2 、 ア リ ー ル ア ズ レ ン カ ル ポ ン 酸 エ チ ル 類 の 仰 佳 質 に
体 す る 芳 香 環 の 環 電 流 効 果
守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 3 4 秋 季 年 会 ( 仙 台 ) , 講 演 予 稿 集 Ⅱ , 4 K 2 0 ( 1 9 7 6 ) .
9
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 7 .
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18.1,2、アズレンキノンー1ーメチッド誘導体について
遠藤正子,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第34秋季年会(仙台),講演予稿集Π,649a976)
1,2、アズレンキノン誘導体の合成
唐沢三智人,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第36秋季年会(仙台),講演予稿集Ⅱ,651(197フ).
1,6、ジヒドロキシアズレンの合成
唐沢三智人,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第即秋季年会(仙台),講演予稿集Π,807(1978)
環化脱水素反応によるインデノ,ナフト,及びシクロヘプタアズレノンの合成
守田忠義,丸山啓一,佐藤嘉昭,阿部憲孝,高瀬嘉平
日本化学会第41春季年会(仙台),講演予稿集Π,筋9(1980)
(特)ジヒドロキシアズレン及びアズレンキノンの合成と性質
守田忠義,唐沢三智人,篠原恵美子,高瀬嘉平
日本化学会第42秋季年会(仙台),講演予稿集 1Π,824~825(1980)
アズレノトロポンの溶媒効果と吸収帯の帰属
田尻明男,籏野昌弘,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第43春季年会,講演予稿集Π,4飾(1981)
三のビスアズレノピリジン系化合物の合成二
守田忠義,滝沢芳治,高瀬嘉平
日本化学会第43春季年会,講演予稿集Π,881a981)
1,5、ジヒドロキシアズレンの合成
伊勢史章,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第43春季年会,講演予稿集Π,883(1981).
1,5、及び1,フ、アズレンキノン誘導体の合成と性質
伊勢史章,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第妬春季年会,講演予稿集Π,1096(1982)
2,2.、二置換1,1'、ビズレンの合成
鈴木金之助,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第47春季年会,講演予稿集Π,1028(1983).
ラセミ体,1,1'、ビアズレン置換体のHPLCによる光学分割とCDスペクトル
田尻明男,福田雅彦,籏野昌弘,守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会第47春季年会,講演予稿集Π,1029(1983)
19
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24
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25
26
27
28
1 0
2 9
三 の 共 役 ア ズ レ ノ ポ リ サ イ ク ル 類 の 合 成 と 性 質
二
,
守 田 忠 義 , 安 田 信 之 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 4 9 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集 Π , 7 5 5 4 ( 1 9 8 4 )
ヒ ド ロ キ シ ア ズ レ ン 類 の V i l s m e y e r  反 応
伊 勢 史 章 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 5 0 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集 Π , 1 R 0 5 ( 1 9 8 5 )
1 , 1 ' 、 ビ ア ズ レ ン 、 3 , フ : 3 ' , フ ' 及 び 3 , 5 : 3 ' , 5 ' 、 ジ キ ノ ン の 合 成
守 田 忠 義 , 狩 野 文 彦 , 中 沢 靖 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 5 4 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集 Π , 8 8 8 ( 1 9 8 7 )
ア シ ル オ キ シ ア ズ レ ン 類 の 合 成 と 性 質
阿 部 匡 聡 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 5 7 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集 Π , 5 3 1 ( 1 9 8 8 )
液 晶 性 ア ズ レ ン 誘 導 体 ん P 合 成 と 性 質 ( 3 )
ア シ ル オ キ シ ア ズ レ ン 類 の 合 成 と 性 質
阿 部 匡 聡 , 守 田 忠 、 義 , 高 瀬 嘉 平
日 本 化 学 会 第 5 8 春 季 年 会 , 講 演 予 稿 集 Ⅱ , 1 3 8 2 ( 1 9 8 9 )
ア ズ レ ン 誘 導 体 の t 、 ブ チ ル 化 反 応
田 村 圭 , 守 田 忠 義 , 吉 藤 正 明
日 本 化 学 会 7 2 春 季 年 会 , 講 演 番 号 : 2 H 3 3 7 , 講 演 予 稿 集 Π , ( 1 9 9 7 )
ナ フ ト ア ズ レ ン の キ ノ ン 型 化 合 物 の 合 成
山 中 一 男 , 守 田 忠 義 , 吉 藤 正 明
日 本 化 学 会 7 2 春 季 年 会 , 講 演 番 号 : 2 Π 3 3 3 , 講 演 予 稿 集 1 1 , 1 1 3 7 ( 1 9 9 7 )
ア ズ レ ン 、 2 、 ジ ア ゾ 、 6 、 オ キ サ イ ド 誘 導 体 の 光 化 学 反 応
守 田 忠 義 , 田 村 圭 , 山 中 一 男 , 伊 藤 攻 , 吉 藤 正 明
日 本 化 学 会 7 3 秋 季 年 会 , 講 演 番 号 : 4 D 6 1 1 , 講 演 予 稿 集 Ⅱ , ( 1 9 9 7 )
1 , 3 位 に か さ 高 い 置 換 基 を も つ 2 , 6 、 ア ズ レ ン キ ノ ン の 合 成 研 究
田 村 圭 , 守 田 忠 義 , 吉 藤 正 明
日 本 化 学 会 7 3 秋 季 年 会 , 講 演 番 号 : 3 P A 0 1 5 , 講 演 予 稿 集 Π , 2 7 フ ( 1 9 9 7 )
ナ フ ト キ ノ ン 縮 環 型 ア ズ レ ン の 合 成
山 中 一 男 , 守 田 忠 義 , 吉 藤 正 明
日 本 化 学 会 7 4 春 季 年 会 , 講 演 番 号 : 1 C 1 3 4 , 講 演 予 稿 集 Π , 7 2 6 ( 1 9 9 8 )
3 0
3 1
3 2 .
3 3
3 4
3 5
3 6
3 7 .
3 8
39.2、クロロ、1β、ジシアノアズレンへの付加・プロトン化・脱籬(Sゞ))機構による
シアノ化反応
杉山洋貴,守田忠義,吉藤正明
日本化学会76春季年会,講演番号:2B134,講演予稿集Ⅱ,820(1999).
40.1β、ジトリチル、2,6、アズレンキノンのジメチルアミンによる5,5'、カツプリング反応
田村圭,守田忠義,吉藤正明
日本化学会76春季年会,講演番号:2B135,講演予稿集Π,820 a999).
41.ヒドロキシアズレンのケト・ニ.ノール互変異性体の理論的安定性
守田忠義,熊谷勉
日本化学会76春季年会,講演番号:1C530,講演予稿集Π,1092(1999)
42.2,6ーアズレンキノン、6、メチツド誘導体とインデンとの反応
ーアントラアズレン骨格の形成一
守田忠義,熊谷勉
日本化学会78春季年会,講演番号:2G429,講演予稿集Π,1206(2000).
【化学系協会連合東北地方大会】
1. 2、ヒドロキシ、1,3、ジシアノ及び2、アミノ、1,3、ジエトキシカルボニル、5、メチルア
ズレンの臭素化反応
守田忠義秋野 ,
化学系協会連合東北地方大会要旨集,218(1961)
Ⅱ
2.アズレン誘導体のウルマン反応(2)
守田忠義,高瀬嘉平
日本化学会及び化学関係学協連合秋季大会(仙台)
講演予稿集Ⅱ1,205(1968).
4.5,10、ジフェニル[2,3、a]アズレン、8,11、ジオン(1,6、ナフトアズレンキノン誘導体)
の合成
守田忠義,広瀬邦彦,高瀬嘉平
化学系協会連合東北地方大会要旨集,2B08;(1984).
5.ジアズレノ f2,1、C:1',2'、e1に"ジチインの合成と性質
守田忠義,酒井貴,高瀬嘉平,吉藤正明
化学系協会連合東北地方大会要旨集, PI06(1989).
3.6H、シクロヘプタ[1,2、a:4,3、a']ジアズレン・6・オンの合成
守田忠、義,唐沢三智人,高瀬嘉平
化学系6学協会連合東北地方大会要旨集,1C04;70住978)
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[ 各 種 討 論 会 ]
【 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 】
1 . ア ズ レ ン 誘 導 体 と 求 核 試 薬 と の 反 応
守 田 忠 義 , 深 田 良 二 , 阿 部 憲 孝 , 高 瀬 嘉 平
第  3  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 , 要 旨 集 , 2 2 - 2 4 ( 1 9 7 0 ) .
2 . 7 H 、 ナ フ ト 〔 3 , 2 , 1 、 c d 〕 ア ズ レ ン 、 フ 、 オ ン 類 の 合 成 と 反 応
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第 4  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 , 要 旨 集 , 9 6 - 9 8 a 9 7 1 )
3 . 6 、 プ ロ ム 、 2 、 ア セ ト キ シ ア ズ レ ン 誘 導 体 の 求 核 置 換 反 応 、 と 生 成 物 の 脱 水 素 反 応
小 菅 俊 士 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第  4  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 , 要 旨 集 , 9 9 - 1 0 l a 9 7 1 )
4 . ア ズ レ ニ ル ア セ チ レ ン 類 の 合 成
藤 田 平 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第  5  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 , 要 旨 集 , 1 2 9 - 1 3 0 ( 1 9 7 1 )
5 . ジ ア ゾ ア ズ レ ン キ ノ ン 類 の 光 化 学 反 応
守 田 忠 義 , 斎 藤 武 宏 , 小 菅 俊 士 , 高 瀬 嘉 平
第  5  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 要 旨 集 , 1 3 1 - 1 3 2 ( 1 9 7 2 )
6 . フ ェ ニ ル エ チ ニ ル ー 及 び ス チ リ ル ア ズ レ ン 類 の 合 成
中 館 映 夫 , 守 田 忠 義 , 藤 田 平 , 高 瀬 嘉 平
第 6 回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 ( 第 1 回 基 礎 有 機 化 学 連 合 討 論 会 ) ,
要 旨 集 , 1 8 9 - 1 9 1 ( 1 9 7 3 ) .
フ . フ ェ ニ ル エ チ ニ ル ア ズ レ ン の 縮 環 反 応
2 、 オ キ シ シ ク ロ ペ ン タ 〔 c d 〕 ア ズ レ ン 誘 導 体 の 合 成
中 館 映 夫 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第  7  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 要 旨 集 , 2 0 3 - 2 0 6 ( 1 9 7 3 )
8 . シ ク ロ ペ ン タ 〔 1 , 2 、 日 : 4 , 3 、 a ' 〕 ジ ア ズ レ ン 誘 導 体 の 合 成
伊 藤 彰 浩 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第 8  回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 要 旨 集 , 1 4 6 - 1 4 8 a 9 7 4 )
9 .  1 , 2 、 ア ズ レ ン キ ノ ン 及 び 王 そ の メ チ ツ ド 誘 導 体 に っ い て
遠 藤 正 子 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第 9 回 非 べ ン ゼ ン 系 芳 香 族 化 学 討 論 会 要 旨 集 , 9 5 - 9 8 ( 1 9 7 5 )
10'2,3 位に芳香環が縮環したアズレノ〔2,1、b〕ピリジン系化合物の合成
守田忠義,沖田茂,高瀬嘉平
第13回非べンゼン系芳香族化学討論会要旨集,283-286(1980)
1,6、アズレンキノン、1、メチッド誘導体の合成
伊勢史章,守田忠義,高瀬嘉平
第14回非べンゼン系芳香族化学討論会要旨集,78-81(1981)
アズレノ[2,1、e1シクロヘプタ[a1アズレノピリジン類の合成と性質
守田忠義,安田信之,高瀬嘉平
第15回非べンゼン系芳香族化学討論会要旨集,196-199(1982)
アズレノキノリン及びジアズレノピリジン類の合成と性質
守田忠義,滝沢芳治,高瀬嘉平
第15回非べンゼン系芳香族化学討論会要旨集,81-84(1982)
アズレノ[2,1、a]フェナレン,シクロペンタⅡ,2・a:4β・a'1アズレン系及び関連化合
物の合成と性質
守田忠義,安田信之,青木喜代治,佐藤喜昭,高瀬嘉平
第16回非べンゼン系芳香族化学討論会要旨集,81-84(1983)
液晶性アズレン類の合成
阿部匡聡,守田忠義,高瀬嘉平,金子雅晴
第9 回基礎有機化学連合討論会,,講演予稿集,165-166(1988).
Dicyanomethylation ofazulene skeleton and some properties oftheir prod・
Ucts
T. Morita, K. Takese, S.、J. Lin, B.、B. Lin T.・C. Huan, Y.・S. Lin
第12回基礎有機化学連合討論会,,講演予稿集, X恕(1992).
1,6、アズレンキノン誘導体の合成
守田忠義,広瀬邦彦,高瀬嘉平,近藤順也,後藤光洋,山中一男,田村圭,
吉藤正明
第13回基礎有機化学連合討論会(名古屋),講演番号:3B04,講演予稿集
226 a996).
1,3、ジトリチル、2,6、アズレンキノンの合成と単雛
田村圭,守田忠義,熊谷勉,吉藤正明
第14回基礎有機化学連合討論会(東広島),講演番号:1B08,講演予稿集,
41 (1998)
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13
14
15
13
16
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18
1 4
1 9 . 1 , 3 、 二 置 換 、 2 、 ク ロ ロ ア ズ レ ン と 求 核 剤 と の 反 応
一 付 加 ・ プ ロ ト ン 化 ・ 脱 雛 ( S N ( A P E ) t e l e ) 機 構 一
守 田 忠 義 , 杉 山 洋 貴 , 熊 谷 勉 , 吉 藤 正 明
第 4 9 回 有 機 反 応 化 学 討 論 会 ( 三 重 ) , 講 演 番 号 : 1 0 0 8 , 講 演 予 稿 集 , 3 8
4 0  ( 1 9 9 9 ) .
2 0 . ア ン ト ラ ア ズ レ ン 類 の 合 成 研 究 と α 6 i π 記 i 0 研 究
守 田 忠 義 , 佐 々 木 和 男 , 熊 谷 勉
第 1 5 回 基 礎 有 機 化 学 連 合 討 論 会 ( 京 都 ) , 講 演 番 号 : 2 B 1 5 , 講 演 予 稿 集 , 1 6 4
( 2 0 0 0 )
【 分 子 構 造 総 合 討 論 会 】
1 . 光 学 活 性 な 1 , 1 ' 、 ビ ア ズ レ ン 誘 導 体 の 構 造 と 電 子 状 態
田 尻 明 男 , 福 田 雅 彦 , 籏 野 昌 弘 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
分 子 構 造 総 合 討 論 会 要 旨 集  6 0 8 - 6 0 9 ( 1 9 8 3 ) .
【 液 晶 討 論 会 】
1 ' 液 晶 性 ア ズ レ ン 類 の 合 成 と 性 質 第 4 報
守 田 忠 義 , 阿 部 匡 聡 , 高 瀬 嘉 平 , 金 子 雅 晴
第 1 5 会 液 晶 討 論 会 , 2 C 0 6 ( 1 9 8 9 )
【 蔵 王 コ ロ キ ウ ム , 東 北 大 学 反 応 化 学 研 究 所 ( 旧 非 水 研 ) 研 究 発 表 会 】
1 .  s y n t h e s i s o f l , 6 ・ a z u l e n e q u i n o n e d e r i v q t i v e s
T .  M o r i t a , J .  K o n d o ,  M .  G o t o h ,  K .  Y a m a n a k a ,  K .  T 師 I u r a ,  a n d M .  Y o s h i f u j i
Z a o  c 0 1 1 0 q u i u m , 1 9 9 7 ,  P 1 9 ,  A b s t r . 4 9 .
2 . ビ ア ズ レ ニ ル 及 び ス チ リ ル ア ズ レ ン 類 に つ い て
守 田 忠 義 , 斎 藤 元 泰 , 高 瀬 嘉 平
第 1 9 回 非 水 研 研 究 発 表 会 , 講 演 要 旨 集 , 9 a 9 6 7 )
3 . ア ズ レ ン 誘 導 体 に 対 す る 求 核 試 薬 の 特 異 反 応
守 田 忠 義 , 阿 部 憲 孝 , 高 瀬 嘉 平
第 2 2 回 非 水 研 研 究 発 表 会 , 講 演 要 旨 集 , 2 3 ( 1 9 7 0 )
4 . ア ズ レ ン 誘 導 体 と グ リ ニ ャ ー ル 試 薬 と の 反 応
阿 部 憲 孝 , 守 田 忠 義 , 高 瀬 嘉 平
第 2 3 回 非 水 研 研 究 発 表 会 , 講 演 要 旨 集 , 6 8 ( 1 俳 1 ) .
5 . ア ズ レ ン 類 の エ チ ニ ル 化 反 応
高 瀬 嘉 平 , 守 田 忠 義 , 藤 田 平
第 2 5 回 非 水 研 研 究 発 表 会 , 講 演 要 旨 集 , 6 9 ( 1 9 7 3 )
6.2,6、ジヒドロキシアズレン
神沢広昭,守田忠義,高瀬嘉平
第27回非水研研究発表会,講演要旨集,38a975)
フ.ジヒドロキシアズレンの合成と性質
唐沢三智人,篠原恵美子,守田忠義,高瀬嘉平
第31回非水研研究発表会,講演要旨集,16(1979)
8 三の共役ポリサイクルスの合成と性質
守田忠、義,安田信之,高瀬嘉平
第35回非水研研究発表会,講演要旨集,9(1983)
9. Reaction ofl,3・(EW'G)2-2・chloroazulenes with Nucleophiles
、 Addition ・ protonation ・ Elimination:(SNH(APE)tele) Mechanism 、
T' Morita, H. sugiyama, T. Kumagai and M. Yoshifuji
第9回東北大学反応化学研究所研究発表会,要旨集XX
【招待講演】
1.最近のアズレンの化学
守田忠義
第6 回構造有機化学夏の学校,講演要旨集,173-198(1971)
2.アズレンキノン及び関連化合物
守田忠義
第 3 回有機化学コロキウム,講演要旨集,6-フ(1982)
15
3.縮環アズレニウムイオン
守田忠義
第 8 回有機化学コロキウム,講演要旨集,16-17(1986)
4. Reactionofl,3・disubstituted 2・chloroa乞Ulenes with nucleophiles
、 Addition ・ protonation ・ Eliminetion (SN(APE)悔') Mechanism 、
Tadayoshi Morita, Hiroki sugiyama, Ttsutomu Kumagai, Masaaki
Yoshifuji
Kyushu internat. symp. on phys. org. chem.(斑SPOC・vnD, Abstr.350 ・
354 (1999)
1. styrylazulenesandrelatedcompounds
TadayoshiMorita, Motoyasu sa北0, KabeiTakase
Ist.1nternat. symp. on the chem. Non・benzenoid arom.compounds
(1SNA・1), sendai, Japan, Aug,1970,1ecture:25-3a, Abstr.71-74
【国際会議 lnternationalsymposium】
(1999).
?
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2
A z u l e n e q u i n o n e s  a n d  D i a z u l e n o p y r i d i n e s
T a d a y o s h i  M o r i t a ,  Y .  T a k i z a w a ,  S .  o k j t a ,  K a h e i T a k a s e
4  t h . 1 n t e r n a t .  c o n f .  o n  o r g .  s y m t h e s i s ,  A u g , 1 9 8 2 , 1 e c t u r e :  C ・ 1 - 5 2 0 8 ,
A b s t r . 1 8 1
3
A z u l e n e q u i n o n e s  a n d  t h e i r  d e r i v a t i v e s
T a d a y o s h i M o r i t a ,  S .  K o s u g e ,  M .  K a r a s a w a ,  F . 1 S e ,  K . T a k a s e
4  t h . 1 n t e r n a t .  s y m p .  o n  n o v e l  a r o m a t i c s  ( 1 S N A ・ 4 ) ,  A u g , 1 9 8 1 ,
J e r e s a l e m , 1 S r a e l ,  N O .  p o s t e r : 3 4 ,  A b s t r . 3 4
B o n d  a l t e r n a t i o n  a n d  m u t a g e n i c i t y  o f  a z u l e n e n q u i n o H n e s  a n d
D i a z u l e n o p y r i d i n e s ,
T a d a y o s M M o r i t a , Y . T a l d z a w a , S . O M t a , K T a k a s e , A T 勾 i r i , K w a k a b a y a s h i ,
a n d  T .  s u g i m u r a
9  t h . 1 n t e r n a t .  c o n g .  o f h e t e r o c y c l i c  c h e m i s t r y ,  A u g , 1 9 8 3 ,  T o k y o ,  J a ・
P a n , 1 e c t u r e : S 、 V ・ 8 ,  A b s t r . 2 1
S y n t h e s i s  a n d  p r o p e r t i e s  o f a z u l e n o p e n t a c y c l i c  c a t i o n s
T a d a y o s h i M o r i t a ,  N '  Y a s u d a ,  M .  K a r a s a w a ,  K .  T a k a s e ,
6  t h . 1 n t e r n a t .  s y m p .  o n  n o v e l  a r o m a t i c s  ( 1 S N A ・ 6 ) ,  A u g , 1 9 8 9 ,
O s a k a ,  J a p a n ,  N O .  p o s t e r :  B ・ 4 5 ,  A b s t r . 1 4 7
P e n t a c y c l i c  a z u l e n y l i u m  i o n s
T a d a y o s h i M o r i t a ,  N .  Y a s u d a ,  M .  K a r a s a w a ,  K .  T a k a s e ,
P o s t  s y m p .  o f  6 t h . 1 n t e r n a t .  s y m p .  o n  n o v e l  a r o m a t i c s  ( 1 S N A ・ 6 ) ,  A u g ,
1 9 8 9 ,  s e n d a i ,  J a p a n ,  A b s t r . 2 5
N i t r a t i o n  o f 2 、 a m i n o - 1 , 3 、 d i s u b s t i t u t e d  a z u l e n e
Y . 、 S .  L i n ,  S . 、 K .  c h e n ,  P . 、 F .  T s a i ,  F . 、 C .  c h e n ,  T a d a y o s h i  M o r i t a , 1 n t e n a t
S y m p .  o n  i n o r g . &  o r g .  c h e m . ( 1 S I O C ・ 1 9 9 2 )
T a i p e i ,  T a i w a n ,  N O V . 1 9 9 2 ,  A b s t r . 0 - 1
S y n t h e s i s  o f 3 H 、 A z u l e n o [ 1 , 2 ・ C ] p y r a n ・ 3 - o n e  d e r i v a t i v e s
T a d a y o s h i  M o r i t a ,  B . 、 B .  L i n ,  Y ' ・ S .  L i n ,
I n t e n a t .  s y m p .  o n  i n o r g . &  o r g .  c h e m . ( 1 S I O C ・ 1 9 9 2 )
T a i p e i ,  T a i w a n ,  N O V . 1 9 9 2 ,  A b s t r . 0 - 2
S y n t h e s i s  o f m a c r o c y c l e s  c o n t a i n i n 宮  a z u l e n e  s u b u n i t
D . 、 S .  L e e ,  P _ " 訊 1 .  p a n g ,  C . 、 P .  W U ,  T 丑 d e y o s h i  M o r i t a
I n t e n a t .  s y m p .  o n  i n o r g . &  o r g .  c h e m . ( 1 S I O C ・ 1 9 9 2 )
T a i p e i ,  T a i w a n ,  N O V . 1 9 9 2 ,  A b s t r . 0 - 3
4
5
6
7
8
9
10 2-Diazo-6・methylene-2,6・dihydroazulene derivatives
Tadaysohi Morita, Takehiro saito, KaheiTakase, Y.、shan Lin, P.、Feng
Tsai, H.・Min ven, and F.・chin chen, Tetsuo Nozoe
7 th lnternat. symp. on novelaromaticcompoundS σSNA・フ) July,1992,
Victoria, B. C. canada, Abstr. P、10
11 Oxidative coupling reaction of 2・hydroxyazulene derivatives
Y.・S. Lin, S.J. Lin, T.・C. Huang, Tadayoshi Morita, and Tetsuo Nozoe
Internat. chem. cong', paci丘C Bas. SOC.(paci6Chem'9励
Abstr.Π,1269 (NO. of pres. in 9- organ.),(1995)
12 Synthesis of l,6・azulenequinone Derivatives
Tadayoshi Morita, JunichiKondo, Mitsuhiro Gotoh, Kazuo Yamanaka,
and MasaakiYoshifuji
Internat. chem. cong., paciac Bas' SOC.(pacifichem'95)
Abstr.Π,1268 (NO. ofpres. in 9-orgn.)(1995)
13 Photochemistry of2・diazo-2,6・azulenequinone derivatives
TadayoshiMorita
Internat. symp. org. react. sendai, Japan, April, Abstr,( NO. ofpres. P・
3),28-29 (1996)
14
17
The Formation ofDiethenodicyclopenta[ef:kⅡheptalene (Dietenoazupyrene)
derivatives
Y.・S. Lin, S.・J, Lin, T.・C. Huang, Tadayoshi Mor北a, Tetsuo Nozoe
Internat. symp. org. react. sendai, Japan, April, Abstr..( NO. of pres
OP7),122 -123 (1996).
15 Photochemistry of2・diazo-2,6・azulenequinones
TadayoshiMorita, KeiTamura, KazuoYamanaka, MasaakiYoshifuji,
and osamu ltoh
Kyushu internat. symp. on phys. organicchem.(脚SPOC、VID
Abstr.(poster NO,53),407 -410 a997)
16 Synthesis ofl,6・azulenequinones
Tadayoshi Morite, Mitsuhiro Gotoh, Kazuo Yamanaka, and Masaaki
Yoshifuji
Kyushu internat. symp. on phys. organicchem.(KISPOC・ⅥD
Abstr.(poster NO.52),403 -406 a997).
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1 7
R e a c t i o n  o f  l , 3 ・ d i s u b s t i t u t e d  2 ・ c h l o r o a z u l e n e s  W 北 h  n u c l e o p h i l e s
、  A d d i t i o n  ・  p r o t o n a t i o n  ・  E l i m i n a t i o n  ( S N ( A P E ) " )  M e c h a n i s m  ・
T a d a y o s h i  M o r i t a ,  H i r o k i  s u g i y a m a ,  T t s u t o m u  K u m a g a i ,  M a s a a k i
Y o s h i f u j i
K y u s h u  i n t e r n a t .  s y m p .  o n  p h y s .  o r g ,  c h e m . ( K I S P O C ・ Ⅵ I D , A b s t r . ( p o s t e r
N 0 3 8 ) , 3 5 0  - 3 5 4  ( 1 9 9 9 )
S y n t h e s i s  o f  l , 6 ・  a n d  2 , 6 ・ a z u l e n e q u i n o n e  d e r i v a t i v e s
T a d a y o s h i  M o r i t a ,  K e i .  T a m u r a ,  K a z u o  Y a m e n a k a ,  M i t s u h i r o  G o t o h ,
T s u t o m u  K u m a g a i ,  a n d  M a s a a k i Y o s h i f u j i
9  t h  l n t e r n a t .  s y m p ,  o n  n o v e l  a r o m a t i c s  ( 1 S N A ・ 9 ) ,  H o n g  K o n g . 1 9 9 8 ,
A b s t r . , 1 3 4
1 8
